
虚
空
調
鰍
菩
薩
と
蓮
長
法
附
の
祈
願

虚
空
蔵
菩
薩
と
蓮
長
法
師
の
祈
願

武

回

快

照

虚
窓
蹴
菩
薩
は
観
世
音
菩
薩
の
や
う
に
古
来
日
本
民
族
聞
に
も
普
く
信
仰
3
れ
て
ゐ
た
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く

知
ら
ぬ
者
は
な
い
で
あ
ら
う
。
殊
に
日
蓮
宗
さ
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
深
い
閥
係
が
あ
る
。
け
れ

y」
も
虚
空
臓
菩
薩
と
は

如
何
な
る
菩
薩
で
ゐ
る
か
を
悉
知
し

τゐ
る
者
は
少
い
事
と
思
ム
。
故
に
菩
薩
の
事
に
就
い
て
ほ
ん
の
道
し
る
ぺ
だ
け

を
述
べ
而
し
て
後
の
日
蓮
要
人
た
る
運
長
法
師
の
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
に
ふ
れ
て
見
ょ
う
。

虚
空
蔵
菩
薩
は
党
名
ア

1
ヵ
1
u
v
ヤ
ガ

Y
プ
A

の
漢
詩
で
虚
空
苧
菩
薩
と
翻
課
さ
れ
て
ゐ
る
。
智
慧
の
庫
藤
慶
大
無

ぬ
濯
な
る
事
虚
空
の
如
く
、
大
慈
悲
一
切
の
功
徳
を
包
滅
す
る
事
虚
空
の
ゃ
う
で
あ
る
か
ら
虚
空
蔵
菩
薩
と
稀
せ
ら
れ
る

’r・
諸
艇
に
あ
る
。
貨
に
虚
空
は
無
上
の
存
在
で
あ
b
、
賀
識
は
欲
す
る
者
に
を
し
み
な
〈
施
し
て
壷
き
な
い
の
で
あ
る
。

虚
空
蔵
菩
薩
も
亦
是
の
如
く
一
切
衆
生
に
無
量
の
智
慧
を
典
へ
無
査
の
大
慈
悲
を
施
し
自
在
に
受
用
し
て
窮
り
が
な
い

の
で
あ
る
。



菩
薩
に
は
本
化
語
化
此
士
他
士
の
別
が
あ
る
。
虚
空
蔵
菩
薩
は
他
土
よ
り
婆
婆
世
界
に
来
て
衆
生
救
済
を
す
る
か
ら

他
方
来
の
菩
薩
で
あ
る
。
し
か
し
菩
薩
と
は
悌
子
で
あ
る
。
此
士
他
士
と
別
り
て
考
へ
る
の
も
よ
い
が
事
貫
は
あ
ら
ゆ

る
人
々
が
悉
く
菩
薩
な
の
で
あ
る
。
悉
是
吾
子
と
あ
る
か
ら
人
類
皆
菩
薩
。
乙
の
立
昧
で
虚
空
蔵
菩
薩
は
現
に
史
上
の

人
物
で
な
レ
か
ら
貨
在
し
な
い
越
化
他
土
の
菩
薩
、
売
と
一
五
ふ
事
は
で
き
・
な
い
。
信
仰
の
世
界
と
陪
史
の
世
界
は
別
で
あ

る
。
史
上
著
省
の
人
で
あ
ら
う
ご
無
か
ら
う
と
金
れ
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
法
立
す
ぺ
き
は
ξ
の
菩
騒
が
如
何
に
吾
人

の
H
常
生
活
仁
影
響
し
、
亦
そ
の
模
範
ご
な
る
か
に
あ
る
。

原
始
悌
典
に
も
生
天
思
想
捕
勃
信
仰
の
茄
芽
は
あ
る
。
後
の
政
官
民
悌
数
た
る
大
乗
数
典
に
は
康
〈
十
方
諸
備
の
信
仰

が
非
常
に
濃
厚
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
o
虚
空
蔵
菩
薩
に
闘
す
る
悌
典
は
殆

A
ど
大
乗
艇
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
方
等
部
の

事
典
に
多
く
の
散
設
を
見
る
。
就
中
大
集
純
虚
牢
臓
品
が
一
番
詳
し
い
。

世
寧
大
乗
に
仰
せ
ら
れ
玉
ふ
ょ
う
。

東
方
八
偽
世
界
微
塵
教
の
悌
士
を
過
ぎ
て
大
症
最
園
が
あ
る
。
こ
の
滞
士
の
一
賓
荘
厳
如
来
は
今
現
に
多
く
の
大
菩

薩
衆
の
潟
に
妙
砕
輸
を
轄
じ
て
居
る
。
大
菩
薩
衆
の
中
仁
は
衆
生
救
済
の
自
在
神
通
力
無
碍
知
弊
を
有
す
る
虚
空
臓
菩

薩
が
居
ゐ
。
乙
の
菩
薩
は
十
二
億
の
菩
薩
を
引
率
し
て
裟
委
世
界
に
来
た
り
私
を
腫
拝
し
供
養
し
、
婆
婆
世
界
の
人
々

を
如
来
の
法
を
以

τ救
捕
し
諸
魔
外
道
を
調
伏
し
よ
う
ご
し
て
ゐ
る
o
今
現
れ
て
居
る
虚
空
の
光
明
は
そ
の
瑞
臆
で
あ

鹿
市
川
威
主
同
阪
と
超
長
法
制
の
祈
願

一一一一一一一



山
地
均
エ
成
準
同
擬
－
P

」
迷
長
法
削
の
一
賄
側

一
三
凶

る。
虚
広
一
臓
菩
薩
一
念
の
聞
に
婆
委
世
界
に
来
た
b
荘
酔
融
資
蚤
上
仁
現
れ
、
紅
白
の
蓮
華
を
雨
ら
し
供
養
し
悌
を
漣
拝
し

て
申
上
「
る
よ
う
。

世
掌
よ
、
御
壮
健
で
せ
う
か
、

一
賀
荘
厳
如
来
か
ら
完
し
く
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
ο
Y」
う
ぞ
れ
一
足
の
菩
薩
衆
の
結
局
に
御
・
説

怯
な
さ
い
ま
し
。
廿
よ
り
世
骨
応
御
敦
化
に
預
っ
て
居
る
菩
院
で
す
か
ら
。
大
慈
悲
如
来
の
本
願
力
よ
く
衆
生
を
救
ひ

玉
ム
。世隼
大
先
日
薩
衆
L
K
A
H
げ
玉
ふ
ょ
う
。

虚
定
臓
北
口
薩
は
戒
を
持
っ
て
衆
生
救
梼
の
本
願
を
成
就
し
、
大
願
を
成
就
し
て
な
ほ
戒
を
ま
も
る
。
初
中
后
持
戒
清

浮
な
る
事
虚
空
の
如
く
で
あ
る
。
乙
の
戒
律
と
本
願
力
に
よ
り
火
に
焼
け
ず
水
も
涼
す
事
は
で
き
な
い
。
正
法
を
受
持

し
諸
備
を
供
養
し
大
菩
薩
行
に
精
進
す
る
無
量
の
功
徳
は
虚
宰
ご
等
し
い
。

一
切
衆
生
の
蒙
る
利
益
は
皆
虚
空
識
菩
薩

の
願
力
に
よ
る
。
虚
宰
臓
菩
薩
の
願
力
は
如
来
の
本
願
力
で
あ
る
。
故
に
菩
薩
の
散
化
救
済
み
な
諸
備
の
法
で
あ
る
o

誌
と
は
無
上
大
乗
妙
法
で
あ
b
、
救
務
は
世
間
法
に
即
す
る
備
法
の
救
梼
で
あ
る
。
虚
空
同
量
の
心
行
世
法
即
備
法
の

無
上
大
乗
妙
法
を
成
就
し
た
虚
空
蔵
菩
薩
の
功
徳
は
無
量
無
遁
で
ゐ
る
。
世
間
の
生
死
を
拾

τ守
し
て
大
菩
薩
衆
の
魚

に
仰
訟
を
詑
〈
。

一
切
の
訟
は
皆
赴
れ
備
法
で
あ
る
。
正
法
を
受
持
し
大
慈
悲
救
済
自
ら
身
命
を
惜
ま
や
常
に
教
化
体



道
し
℃
倦
ま
な
い
。
如
来
の
一
切
法
を
悉
〈
記
憶
し
、
無
量
の
言
語
文
字
了
義
不
了
義
真
一
諦
俗
一
諦
第
一
義
一
諦
等
自
在
に

介
別
解
了
し
無
擬
緯
を
以
て
解
説
す
る
。
慈
悲
抑
慧
紳
襲
紳
通
一
繭
品
川
無
長
無
透
で
あ
る
。
乙
れ
皆
如
来
秘
密
神
通
力
で

あ
る
。
自
在
に
生
死
を
示
現
し
て
衆
生
を
救
ふ
。
正
誌
を
受
け
ず
誹
誘
し
報
思
を
知
ら
ね
悪
魔
を
金
剛
賓
飢
を
以
っ
て

推
殆
す
る
o
ま
た
備
な

3
闘
に
行
つ
て
は
八
相
を
現
じ
て
衆
を
度
す
る
。

捕
勤
菩
薩
虚
空
臓
菩
薩
の
過
去
談
を
訊
ね
る
。

世
隼
先
日
へ
玉
ふ
。

虚
空
蔵
菩
薩
は
今
よ
ム
ツ
無
量
恒
河
沙
塵
点
劫
の
土
日
大
菩
提
心
を
脅
し
た
の
で
あ
る
。
無
量
無
遁
の
悌
土
砂
』
微
塵
と
し

て
塵
ι
了
乞
一
劫
と
し
て
敷
へ
た
よ
b
も
昔
帯
一
切
願
威
徳
勝
王
如
来
迦
陵
の
妙
法
を
設
さ
一
曾
の
大
衆
中
の
輯
輪
車
一
ム
王

が
大
菩
提
心
を
脅
し
た
。
乙
の
王
と
は
今
の
虚
安
藤
菩
薩
で
あ
り
、
大
衆
と
は
今
の
大
力
大
物
菩
薩
等
で
あ
る
。
菩
薩

は
こ
れ
以
来
弘
誓
の
本
願
如
来
の
大
行
を
修
す
る
事
無
量
劫
の
問
宅
も
桜
倦
し
な
い
。
生
日
韓
の
心
地
は
大
地
の
如
く
一

切
善
根
を
生
じ
、
そ
の
大
慈
悲
は
水
の
如
く
一
切
衆
生
を
潤
す
。
八
万
四
千
の
三
昧
ゐ
つ
℃
万
能
虚
空
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
を
聞
3
合
利
備
等
五
百
の
聾
聞
大
菩
提
心
を
礎
す
。
こ
れ
よ
ち
虚
空
蔵
菩
薩
無
擬
縛
ぞ
以
っ
て
決
輸
を
轄
ず
る

事
縦
横
無
輩
、
天
よ
b
花
λ
り
自
然
の
一
音
楽
聴
え
備
と
悌
子
を
讃
美
し
、
党
J

へ
帝
稗
天
魔
悉
（
京
下
し
て
開
法
席
に
謹

る
。
こ
の
菩
薩
の
榊
癒
を
み
℃
集
る
大
衆
に
世
隼
妙
法
を
説
き
玉
ふ
。
備
法
を
信
ず
れ
ば
天
魔
破
句
も
悌
三
な
る
。
こ

虚
空
萌
剛
警
陛
と
慈
長
法
師
の
祈
願

一
三
五



虚
空
蔵
菩
薩
と
蓮
長
法
制
の
祈
願

一コ一六

れ
を
如
来
滅
後
に
弘
通
せ
よ
。
末
世
法
減
時
こ
の
妙
法
を
持
つ
は
虚
宰
臓
菩
薩
の
威
力
に
よ
る
と
。

そ
の
時
功
徳
菩
薩
、
後
五
百
歳
法
減
時
庚
く
此
妙
法
を
弘
め
や
う
。
働
法
を
久
住
さ
す
錦
に
。
と
轄
教
を
膿
拝
し
令

撃
し
な
が
ら
申
し
上
げ
る
。

こ
れ
で
み
る
と
虚
空
識
菩
薩
は
東
方
大
荘
殿
闘
の
先
日
薩
で
あ
b
、
虚
接
識
菩
薩
陀
羅
尼
艇
も
同
設
で
ゐ
る
が
、
虚
空

戒
強
H

薩
経
、
虚
空
苧
強
口
薩
鰹
ご
岡
本
異
諜
な
る
虚
定
職
強
口
薩
一
柳
問
ん
純
及
び
大
日
艇
に
は
西
方
一
切
香
集
依
世
界
勝
事
敷

識
如
来
の
菩
薩
と
説
く
。

虚
空
蔵
菩
薩
婆
婆
来
臨
の
設
相
は
諸
経
大
同
少
異
で
あ
る
o
強
口
薩
此
の
世
界
に
来
る
や
裟
婆
世
界
は
七
賓
症
巌
の
部

士
ご
な
る
。
山
河
草
木
光
明
に
み
も
、
病
痛
一
切
諸
苦
消
除
し
、
衣
食
具
足
し
殿
中
采
女
溢
れ
皆
皇
后
の
相
あ

h
五
築

を
奏
し
菩
提
を
讃
へ
聞
く
者
悉
〈
大
菩
提
心
を
脅
す
。
そ
れ
か
ら
法
華
経
翻
一
昔
品
の
設
と
似
て
ゐ
る
悌
設
が
あ
る
。

皮
も
虚
空
蔵
菩
薩
の
み
名
を
総
へ
蟻
悔
す
る
者
は
根
本
重
罪
消
滅
し
一
切
病
詐
根
絶
す
。
そ
の
名
を
聞
〈
者
す
ら
水
不

能
謀
火
不
能
焼
刀
不
能
傷
毒
不
能
害
無
病
無
飢
渇
で
あ
っ

τ、
臨
終
に
は
菩
薩
十
方
備
芭
共
に
現
じ
て
み
手
を
授
げ
玉

ふ
。
亦
欲
す
る
者
は
捕
陀
の
滞
士
に
生
れ
て
怖
を
み
る
o
愛
別
離
苦
等
の
四
苦
八
芥
、
賓
臓
を
求
め
て
海
を
渡
b
盗
賊

に
趨
ひ
、
獅
子
虎
狼
蛇
等
に
遭
は
N
L

虚
空
蔵
菩
薩
の
名
を
稗
へ
よ
。
彼
等
皆
慈
父
悲
母
の
想
を
起
す
。
自
身
を
示
し
他

身
を
現
じ
て
衆
生
を
救
ふ
虚
空
蔵
菩
薩
の
智
徳
神
通
無
量
不
可
説
で
あ
る
。
ー
ー
ー
虚
空
臓
菩
薩
問
七
側
陀
羅
尼
紙
れ
る
阿



設
1

1
虚
空
蔵
菩
薩
は
文
殊
菩
薩
の
如
〈
智
慧
の
菩
薩
で
あ
る
が
、
慈
悲
も
観
世
音
菩
薩
と
比
肩
し
て
ゐ
る
。
千
手
経

に
は
嘗
知
虚
字
一
斑
菩
常
以
宰
懇
親
衆
生
と
あ
っ
て
、
其
知
刊
窓
は
諸
典
多
〈
宰
慧
で
あ
る
と
設
〈
。

誌
婆
nm
の
A
1
皆
修
行
大
乗
宰
義
の
宰
思
想
で
あ
ら
う
o
し
か
る
に
羅
什
三
識
の
注
維
康
に
は
虚
空
蔵
菩
薩
貨
相
慧
戒

鹿
本
の
如
し
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
法
華
麗
の
諸
法
貫
相
の
思
想
で
あ
る
。
虚
空
臓
菩
薩
が
自
他
身
の
無
長
身
相
を

示
現
し
衆
生
救
梼
の
如
来
行
を
修
し
、

一
度
稀
名
す
る
者
に
は
無
量
の
物
慧
と
編
毒
を
授
け
諸
苦
を
断
除
す
る
事
は
妙

一
菅
菩
薩
観
世
音
菩
薩
ミ
等
し
い
。
虚
空
蔵
菩
薩
念
論
維
に
は
一
度
念
じ
一
度
稀
す
れ
ば
所
得
の
功
徳
抑
慧
繭
書
虚
宰
の

如
し
と
あ
る
。

制
側
虚
本
．
臓
菩
薩
蹴
れ
に
は
悌
設
の
形
相
が
あ
る
。

無
長
身
を
現
じ
て
衆
生
を
救
済
す
る
虚
空
臓
一
菩
薩
の
大
身
は
観
世
一
耳
目
菩
薩
と
等
し
い
1

。

一
度
も
虚
空
蔵
菩
薩
を
念
じ

名
を
綿
…
へ
れ
ば
衆
生
を
感
念
し
て
そ
の
妙
身
を
示
現
す
。
金
色
燦
然
拘
る
窓
口
薩
の
頂
上
に
は
十
方
諸
仰
頴
現
の
如
意
賓

珠
l
i
l
’
』
の
中
に
菩
薩
の
天
冠
を
見
る
。
天
冠
に
は
別
に
三
十
五
備
が
あ
ら
わ
れ
℃
ゐ
る

o
l
偽
詑
虚
空
蔵
菩
薩
陀

羅
厄
経
も
同

l
虚
空
臓
菩
薩
能
浦
諸
願
最
勝
心
陀
縦
尼
求
問
持
法
経
仁
は
金
色
身
賀
蓮
華
・
台
上
に
宇
出
し
容
顔
立
H

慌

賀
冠
上
五
悌
ゐ
b
、
左
手
に
花
上
如
意
貸
珠
あ
る
白
蓮
曜
を
持
つ
。
大
日
艇
に
は
白
服
刀
を
持
っ
と
ゐ
る
。
大
疏
に
は

此十
raH

薩
如
来
と
等
し
き
抑
慧
ゐ
b
。
大
賓
剣
を
持
つ
は
抑
慧
の
慨
峨
、
服
白
衣
な
る
は
持
戒
清
盛
げ
無
垢
な
る
事
を
明
す

虚
無
戴
菩
権
主
連
長
法
附
の
祈
願

一
三
七



山
地
内
山
城

tv
院
と
週
日
対
比
仙
川
内
祈
願

i¥. 

と
課
し
て
ゐ
る
。

五
大
虚
空
蔵
菩
薩
は
別
に
五
十
点
H

薩
ゐ
る
の
で
は
な
（
一
蹴
以
心
臓
持
一
階
の
劫
徳
合
讃
歎
す
る
錦
に
別
勧
請
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
形
相
別
は
略
す
l

t

前
述
の
如
く
其
の
住
所
は
東
阿
雨
読
経
説
l
ゐ
る
が
金
剛
昇
基
茶
羅
に
は
賢
劫
十
六
掌
中
に
坐
し
、
胎
臓
界
長
茶

羅
は
第
六
搾
迦
院
と
、
第
十
臨
港
識
院
の
中
誌
で
ゐ
る
。

宿
隈
儀
軌
に
若
し
人
一
刑
判
を
求
め

λ
と
欲
せ
ば
此
菩
薩
に
蹄
依
せ
よ
。
日
月
足
一
背
虚
空
蔵
菩
薩
の
所
特
捜
と
あ
る
。
文

句
各
一
に
も
明
星
天
子
は
之
虚
空
戒
強
H

薩
の
作
と
あ
る
慮
か
ら
み
る
さ
い
限
定
臓
菩
薩
は
三
光
信
仰
の
神
格
化
と
も
み
ら

れ
る
0

・
用
利
支
天
が
陽
炎
の
人
格
化
で
あ
る
や
う
に
、
主
H

薩
ご
三
光
の
閥
係
は
支
那
悌
敢
に
行
れ
た
事
は
空
海
俸
に
海

求
聞
持
法
を
得
て
阿
州
大
龍
岳
に
殿
修
す
o
天
時
朗
資
制
店
前
に
あ
り
o
明
日
川
飛
ん
で
口
よ
り
入
る
o
聞
持
成
就
す
と

あ
る
の
仁
明
か
で
あ
る
。
こ
の
間
持
艇
に
は
虚
空
戒
菩
薩
仁
新
願
す
れ
ば
一
度
耳
目
に
入
る
も
の
心
に
記
し
永
く
忘
失

せ
ず
。
諾
一
耐
計
b
無
け
ん
と
あ
る
。

虚
空
蔵
菩
薩
は
慈
悲
ご
抑
慧
合
雨
具
し
衆
生
に
を
し
み
な
く
施
輿
し
玉
ふ
。

本
雅
問
答
紗
の
生
年
十
二
同
郷
の
内
情
鴨
川
寺
と
申
山
に
ま
か

b
て
；
：
：
た
ま
／
＼
備
投
H

薩
に
新
請
し
て
一
切
の
経
論

を
勘
へ
て
十
宗
に
人
H

せ
た
る
可
－

Zφ
凶
〕
清
清
山
は
奈
良
朝
時
代
賀
範
二
年
不
思
議
律
師
の
閉
山
、
（
日
蓮
聖
人
の
生
探
訪
）
慈



位
大
削
の
中
興
で
台
密
系
で
あ
る
か
ら
、
本
隼
は
虚
・
怨
臓
菩
薩
で
あ
っ
た
。
光
日
房
御
者
断
片
に
は
予
は
且
知
召
さ
れ

て
伎
が
如
く
幼
少
の
時
よ
り
皐
文
に
心
そ
懸
け
し
上
大
臨
港
臓
提
日
曜
の
側
資
前
に
願
を
立
て
り
本
第
一
の
智
者
三
な

し
給
へ
。
十
二
の
年
よ
り
此
願
ぞ
立
つ
。
其
の
所
願
に
子
細
あ
り
。
と
あ
る
か
ら
樹
願
の
事
は
す
で
に
光
日
尼
が
知
つ

て
ゐ
た
。
ま
た
善
無
長
三
臓
紗
に
は
幼
少
の
時
よ
り
虚
空
戒
菩
薩
に
願
を
立
て
云
く
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
玉
へ
o

虚
空
蔵
菩
薩
版
前
に
高
併
と
な
ら
せ
給
ひ
明
足
の
如
く
な
る
智
惑
の
賀
珠
を
授
け
き
せ
給
ひ

3
0
其
の
し
る
し
に
や
日

本
閣
の
八
宗
並
に
蹄
宗
念
偽
宗
等
の
大
制
粗
伺
ひ
侍
り
ぬ
0

〔句・

2
3
此
諸
経
論
諸
宗
の
失
を
排
へ
る
事
は
虚
空
疎
菩

薩
の
御
利
生
と
営
時
の
貨
況
を
描
寓
し
て
ゐ
る
。
ま
た
情
滋
寺
大
衆
中
仁
は

生
身
の
虚
空
臓
菩
薩
よ
b
大
物
慧
を
給
は
b
し
事
あ
り
き
。
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
給
ヘ
ミ
申
せ
し
事
を
不
便
と

や
思
し
食
け
ん
。
明
星
の
如
く
な
る
大
賀
珠
を
紛
ひ
て
右
の
袖
に
う
り

t
b候
し
故
に
一
切
経
そ
見
候
し
か
ば
八
宗
並

に
一
切
経
の
勝
劣
組
H
M
を
知
り
ぬ
。
：
：
：
此
惑
真
言
鎌
倉
に
来
b
て
叉
日
本
因
を
亡
き
λ
と
す
。
某
上
鵡
宗
浮
土
宗
な

ん
ど
と
申
は
又
い
ふ
ば
か
b
な
き
僻
見
の
者
な
り
。
此
を
申
さ
ば
必
日
還
が
命
ξ
成
べ
し
と
存
知
せ
し
か
ど
も
虚
空
蹴

菩
薩
の
御
思
を
報
ぜ
ん
が
錆
に
建
・
長
五
年
四
月
二
十
八
日
安
房
闘
東
候
郷
清
慨
寺
道
善
之
房
持
悌
堂
の
南
面
に
℃
浄
円

口
問
と
申
す
者
並
に
少
々
の
大
衆
に
・
」
れ
を
由
・
は
じ
め
て
其
の
後
二
十
飴
年
が
問
退
特
な
く
申
す
0

〔M
V

・5
4
3
と
仰
せ
ら

れ
て
虚
牢
一
般
菩
薩
の
御
利
生
を
戚
謝
さ
れ
て
居
る
。

虚
空
由
州
菩
山
阪
と
蓮
長
法
耐
の
祈
願

一
一
二
九



虚
空
戴
菩
陛
と
蓮
長
法
師
の
断
願

一
四

O

清
澄
山
の
虚
窓
臓
菩
薩
は
慈
費
以
来
鮪
密
雑
乱
の
台
密
思
想
の
信
仰
を
捧
げ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
け
蓮
川
詩
人
に
よ

っ
て
正
法
護
持
の
菩
薩
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
明
瞭
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
明
星
の
知
き
抑
毒
の
賓
珠

は
H
蓮
謹
人
の
生
涯
を
光
あ
ら
し
め
て
ゐ
る
o
日
蓮
曇
人
の
信
仰
に
は
久
遠
の
本
備
が
生
き
て
ゐ
た
や
う
に
、
知
日
慧
の

資
珠
を
授
け
た
る
虚
空
蔵
菩
薩
が
生
き
て
居
っ
た
o
叡
山
及
川
ω後
の
倖
道
法
論
の
場
合
も
虚
空
蔵
菩
薩
の
智
慧
が
輝
い

て
ゐ
る
と
い
ふ
自
信
カ
を
も
っ
て
居
た
か
ら
諸
宗
の
事
者
を
み
る
事
小
児
の
如
く
で
あ
っ
た
。

民
の
家
よ
り
出
で
て
頭
を
そ
り
袈
裟
を
き
た
5
0
此
度
い
か
に
も
し
て
偽
種
を
も
植
へ
生
死
を
離
る
L
身
ご
な
ら
ん

と
思
℃
候
し
程
に
皆
人
の
願
せ
給
ふ
事
な
れ
ば
阿
捕
陀
悌
を
た
の
み
幼
少
よ
h

リ
名
競
を
唱
候
。

い
き
、
か
の
事
あ
b
て

此
事
を
疑
し
故
に
一
つ
の
願
を
お
こ
す
。
日
本
闘
に
渡
れ
る
慮
の
悌
敢
並
に
菩
薩
の
論
と
人
師
の
轄
を
習
以
見
候
は
立

や
l
l此
等
の
宗
々
技
葉
を
ば
乙
ま
か
に
習
は
4
？
と
も
所
詮
肝
要
を
知
る
身
と
な
ら
ば
や
と
思
ひ
し
故
に
〔
吻
－
H
4
4
3
虚

空
臓
菩
薩
に
御
祈
願
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

赴
等
の
御
書
に
依
れ
ば
虚
空
臓
菩
薩
を
日
蓮
墓
人
が
幼
少
の
時
よ
b
信
じ
て
ゐ
た
事
が
明
か
で
あ
る
。
そ
の
菩
薩
信

仰
の
目
的
は
一
代
悌
敬
の
蹄
趣
を
究
め
一
切
衆
生
を
救
梼
せ
ん
と
す
る
若
き
蓮
長
法
師
の
切
な
る
上
求
菩
提
下
化
衆
生

の
理
想
質
現
に
あ
っ
た
事
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

日
月
星
は
虚
丞
蔵
菩
薩
の
所
襲
な
b
と
云
ふ
信
仰
か
ら
み
れ
ば
後
年
龍
口
に
現
れ
た
る
月
天
子
、
依
智
本
間
家
の
梅



に
下
る
昼
天
子
は
虚
宰
蕪
菩
薩
の
霊
験
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

積
々
御
振
舞
御
者
に
月
の
如
〈
な
る
光
物
：
：
：
天
よ
b
明
星
の
如
な
る
大
昼
下
り
て
前
の
梅
の
木
の
枝
に
か
、

b
。

〔司－

ZC4〕
と
あ
る
の
に
明
か
で
あ
る
。

ま
た
佐
渡
に
於
℃
は
光
日
房
御
書
に
天
の
加
護
を
信
じ
て
、
日
月
我
を
す
て
給
は
ず
ば
か
へ

b
入
b
て
又
父
母
の
墓

を
も
見
る
へ
ん
も
あ
b
な
ん
ご
心
づ
よ
く
思
ひ
て
：
：
：
本
国
へ
か
へ
し
給
へ
と
高
き
山
に
の
ぼ
り
て
大
昔
融
揮
を
は
在
ち

て
き
り
ぴ
し
か
ば
：
：
：
文
永
十
一
年
二
月
十
四
日
の
御
赦
免
獄
岡
三
月
八
H
に
佐
渡
の
闘
に
つ
き
ぬ
〔
戸

EEU1ζ
仰
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。

な
を
智
慧
の
光
明
を
確
信
し
て
は
義
智
者
に
や
ぶ
ら
れ
子
ば
用
以
じ
門
戸
田
。
〕
と
喝
破
し
、
身
延
に
入
つ
て
は
蒙
古

退
治
を
天
に
新
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
賞
に
日
蓮
単
一
人
の
御
一
代
は
虚
空
臓
菩
薩
の
新
願
に
始
ま
b
そ
の
験
臆
仁
終
っ
て

ゐ
る
。法

化
他
方
の
菩
薩
と
し
て
一
概
に
排
斥
す
る
事
を
や
め
よ
う
。
妙
法
に
よ
っ
て
開
頴
せ
ら
れ
た
る
菩
薩
は
語
化
す
ら

斯
の
如
く
正
法
護
持
の
錦
仁
御
活
動
遊
ば
さ
れ
る
。
自
ら
本
化
地
調
の
菩
薩
な
り
と
名
乗
る
日
蓮
門
下
生
よ
、
大
い
に

反
省
し
な
げ
れ
ば
－
な
る
ま
い
。

｜
｜
問
、
十
、
十
コ
一
ー
ー
ー

虚
血
円
・
難
車
同
薩
主
選
長
法
制
の
祈
願

四


